１．ポンプの概要
ポンプはいうまでもなく液体の移動をさせるための機械であり，外部からの動力（エネルギー）によって回転し，あるいは往復動をしながらこの目的を果すものである。

化学工業が目ざましい発達をみせはじめた1940年代から今日まで，この基幹産業をささえたものは人間の智恵であり技術であるが，これを具体化してきたのは各種産業機械の開発である。ポンプはこのような環境にあって果してきた役割は大きく，設備が大型化し，精密高度化するに対応して改良，開発が続けられ今日に至っている。

石油精製装置においては取扱う物質のほとんどが可燃性液体であり，ＬＰＧのごとく圧力によって液化させたものから最近の脱硫装置にみる高温，高圧の重油類，さらには各種溶剤・薬品等，いずれもポンプによる液の移動は広範囲にわたっている。従って加熱炉の点火，消火，バルブの開閉および計器の操作と同様に，このポンプの起動，停止操作と保守は石油プロセスにおけるオペレーターの欠かせぬ基本操作のひとつなのである。
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